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１． はじめに 

近年，建設投資の断続的削減に伴い，我が国の社会基盤整備事業は，新設・解体工事を主流としたものから，

リニューアル（更新）を視野に含めた既存構造物の計画的な維持管理の時代に移行しつつある．維持管理計画

を策定する上で，対象構造物に対する健全度レベルの現況評価および合理的な補修・補強工法の計画が必要で

ある．本研究では，点検・調査から診断・評価，そして補修・補強計画までを支援する包括的な維持管理支援

システムの構築およびその情報内容に関する精査を実施している． 

２． 維持管理支援システムの構成 

 構築した維持管理支援システムのフローは，図－１に示すとおりであり，健全度を評価する基本フローとそ

れをサポートするデータベースで構成されている．当該システムにおける主な特長は，以下のとおりである． 

① 劣化損傷原因の推定，劣化進行予測，現状での健全度診断，対策要否の判定，補修・補強計画の提示ま

でをパソコン上で容易に行うことが可能である． 

② 簡易・詳細調査の方法および全国の調査会社に関する情報（会社概要，実施可能調査等）をデータベー

ス化し，現場等で調査実施前の事前検討を行う際，その計画立案をサポートする．また，データ情報の

更新や共有化を可能にし，常に最新の情報を検索・閲覧することができる． 

③ 補修会社に関する会社概要（資本金，職員数，系列会社，連絡先，担当者等）や補修工事単価，工事実

績，補修工法に関する情報（工事単価，使用材料，適用条件等）等をデータベース化． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 維持管理支援システムの概要 

 
キーワード： コンクリート構造物，維持管理，健全度評価，劣化予測，データベース 
連 絡 先：* 〒242-8520 神奈川県大和市下鶴間 2570-4     TEL.046(275)0286/FAX.046(275)6796 
      ** 〒104-8388 東京都中央区京橋 1-7-1 新八重洲ビル TEL.03(3535)6299/FAX.03(3535)1524 
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２．１ 診断情報入力 

 構造物の健全度を判定する上で必要な情報を入力する．

入力情報は，①対象構造物の概要（既存資料データ），

②材料条件（コンクリート，鋼材等），③使用・環境条

件，④点検・調査結果（ひび割れ状況等），である． 

２．２ 劣化損傷原因の推定 

 入力された診断情報のうち，コンクリート構造物の劣

化機構（塩害，中性化，アルカリ骨材反応など）に関わ

る評価項目に優先的条件を設定し，この条件分析の実施

により，劣化損傷原因を推定する．また，推定された劣

化損傷原因に関して，劣化程度をランク付け（グレーデ

ィング）する．さらに，複合劣化の推定も可能である． 

２．３ 劣化進行予測 

 推定された劣化損傷原因のうち，塩害，中性化に関し

ては，劣化進行予測を行い（図－２，３参照），対象構

造物の余寿命（残存耐用期間）評価や補修・補強計画の

策定等に反映させる． 

２．４ 健全度判定 

 推定された劣化損傷原因，劣化グレード，点検・調査

要否に関するコメントを表示し，検討対象構造物の現状

での健全度レベルに関する評価結果を提示する． 

２．５ 補修・補強対策要否の判定 

 推定された劣化損傷原因の劣化グレードに対する補

修・補強対策要否の結果を表示し，具体的に必要な標準

的工法を提示する． 

２．６ 補修・補強計画の提示 

 補修工法，補修面積，補修開始時期，補修回数などを

設定し，予定供用期間内における概算補修工事費用を計

算し，設定ケースでの比較が可能である（図－４参照）．

また，標準的な補修・補強工法の選定をサポートするた

め，推定されている劣化損傷原因のグレードに対応した

工法の提案を自動で行えるようにしている． 

２．７ 管理データベース 

 診断・評価情報，点検・調査情報，補修・補強情報，

発注者関連情報等をデータベース化し，共有化すること

で，情報検索の迅速化と情報内容の陳腐化を防止できる． 

３． まとめ 

 本システムは，診断に関わる条件や提案情報等をすべ

てデータベース化し一括管理している．今後，登録デー

タの更新によって，情報内容の充実を図る計画である． 

参考文献） 

コンクリート標準示方書[維持管理編]，土木学会． 

 
図－２ 塩化物イオン濃度浸透予測 

 
図－３ 中性化残り深さの予測 

 
図－４ 補修・補強工法のケーススタディ 

 

 
図－５ 簡易・詳細調査情報の提示画面 
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